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日本のコカ・コーラシステム

日本のコカ·コーラシステムは、原液の供給と製品の企画開

発やマーケティング活動を行う日本コカ·コーラ株式会社と、

製品の製造・販売などを担う5つのボトラー社・関連会社で

構成されています。

全国のコカ·コーラシステムの従業員数は約2万人、工場は

22ヵ所（守山工場を含む）あります。

⚫ 日本のボトリングパートナー ５社

⚫ 統合を繰り返し、2001年には14社あったボトラーが現在は5社に

日本におけるコカ・コーラビジネスの紹介
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コカ･コーラ ボトラーズジャパン㈱について

⚫ 九州から南東北までの1都2府35県を管轄

⚫ 2017年に東西の2ボトラーが統合し、アジア最大、世界でも有数の

規模のボトラーに
⚫ 全国で17の工場が稼働。従業員数は約16,000人
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2020年、
コカ･コーラ ボトラーズジャパンは、
日本コカ･コーラとサスティナビリティー
の課題抽出と優先順位の特定を
行いました。

日本のコカ･コーラシステムとして、
今後10年間変わらないと想定される
「多様性の尊重」「地域社会」 「資源」の
３つのプラットフォーム（重点分野）
と直近に取り組むべき９つの
重点課題（マテリアリティ）を特定
しました。

各領域におけるSDGsとの関わりを
検証し、SDGsの達成も目指すことで、
社会課題の解決に貢献します。

日本のコカ･コーラシステムのサスティナビリティーフレームワーク

■３つのプラットフォーム（重点分野）と９つの重点課題（マテリアリティ）

関連する
SDGs

３つのプラットフォーム（重点分野）

重
点
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題
（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）



15

日本における私たちコカ･コーラシステムの
容器戦略について



17

海洋プラスチックごみ問題とPETボトル

海洋プラスチックごみ問題でクローズアップされたPETボトル。原因はどこにあるのでしょうか？

2015年に拡散された、プラスチックストローが鼻にささったウミガメを

救助する動画をきっかけに、海洋プラスチックごみ問題が世界的な問題となり、

PETボトルは、この問題でクローズアップされて扱われています。

PETボトルを扱う企業としてPETボトル流出の原因を究明する必要があります。

私たち日本のコカ·コーラシステムがこの問題に対して、

本当にとるべき、効果的なアクションは何でしょうか？

⚫ プラスチックごみによる海洋汚染が世界的な問題に

✓ 毎年800万トン※

に及ぶ

プラスチックごみが海洋に流出しています。

✓ 2050年には海のプラスチックごみが

魚の量を超える※

と試算されています。

✓ 2019年G20でも大きな議題に

※Coca-Cola world without waste Fact Book, P7／World Economic Forum

ELLEN MACARTHUR FOUNDATION

✓ 2015年に、プラスチックストローが

鼻にささったウミガメを救助する動画が

拡散されました。

⚫ クローズアップされたPETボトルとコカ・コーラ

✓ 6大陸・42ヵ国、239回実施された

清掃活動で最も多くプラスチックごみが

発見された企業ブランドがコカ·コーラで

あることを発表。

この問題に対してとるべきアクションはどんなことでしょうか？
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PETボトル 容器としての機能
⚫ プラスチックは現在の私たちの生活には欠かせない材料

⚫ PETボトルは「コカ･コーラ」を1982年に発売以降、
お客さまの様々なニーズに対応しながら幅広く親しまれてます

1982年 現在

日常生活に浸透したPETボトル

このように消費者に受け入れられた理由は？

(1) 取り扱いやすく便利

軽くて持ち運びやすい。

開栓しても再栓性（リキャップ性）があります。

加工しやすく、形、サイズも豊富です。

(2) 十分な強度

衝撃が加わっても割れにくい。

(3) 衛生上も安全

食品衛生法で定めた規格にクリアしています。

(4) 美しい外観

透明度が高くて光沢があり、内容量が一目でわかる

利点も。

(5) リサイクルが可能

分別収集されたPETボトルは再生工場でリサイクル

されます。
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プラスチック製品に占めるPETボトルの割合

日本のプラスチック製品におけるPETボトルの割合は？

日本のプラスチック使用量は9,920千トン(2018年）

そのうち、

PETボトルは626千トンの６％、

PETボトル以外のプラ容器は3,442千トンの35%、

その他プラスチック製品が5,852千トンの59%。

※一般社団法人プラスチック循環利用協会及びPETボトルリサイクル推進協議会(2019)のデータから日本コカ･コーラ社試算
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PETボトルの回収率について

リサイクルを目的に回収されたPETボトルの割合

日本国内のPETボトルに関する事実

日本のPETボトルの回収率は、リサイクル目的で回収され

た、市町村分別回収と事業系ボトル回収量を合わせると

93.0％
※1

に達します。

河川や海などにごみとして流出されているのは、

残りの7％未満の、一部と考えられます。

※1 PETボトルリサイクル推進協議会ホームページ統計データより
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PETボトルのリサイクルについて
⚫ 容リ法では3者それぞれの役割分担が明確化されています

事業者は容器包装製造
事業者と容器包装利用
事業者(中味製造・小
売)のことで、特定事業者
といいます。費用負担をし
て再商品化事業者に委
託します。

※環境省 ３R容器包装リサイクル法 ホームページより

日本国内の高いリサイクル率は

容器包装リサイクル法があるため

日本のPETボトルのリサイクル率は、85.8％
※1

で米国や欧州に比べ、

非常に高い水準を誇っています。日本のリサイクル率が高い理由は、

1995年に制定された容器包装リサイクル法（容リ法）に則ったリサイクルの

仕組みがあるためです。

「消費者」には排出抑制と分別排出、

「市町村」には分別収集、

「事業者」には再商品化と役割分担を明確にして

取り組んだ結果です。

事業者は3R（リデュース、リユース、リサイクル）の取り組み継続して行っています。

※1 PETボトルリサイクル推進協議会ホームページ統計データより
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日本のコカ・コーラシステム 容器の2030年ビジョン
「設計」「回収」「パートナー」3つの柱での取り組みを推進



• PETボトルは、軽量で持ち運びやすく、再栓可能

です。

• 夏の熱中症対策には、いつでもどこでも衛生的に

飲料を持ち運びができるPETボトルが最適です。

⚫ PETボトルは優れた容器

軽量 再栓可能 再資源化

軽くて持ち運びに便利 再栓ができて衛生的 リサイクルすれば資源に

PETボトルは利便性が高く衛生的。さらに再資源化が可能な

環境にやさしい容器です

13

回収 フレーク化 キャップ除去

洗浄原料化PETボトルへ

• さらにリサイクルすれば資源になる点でも、環境負荷が

低い、極めて優れた容器です。

• コカ·コーラ システムでは、使用済みのPETボトルを再び

PETボトルへとリサイクルする「ボトル to ボトル」を推進

しています。

設計 ボトルtoボトル
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2020年3月には「い･ろ･は･す 天然水」、2021年5月には「コカ･コーラ」と「ジョージア」にも
100%リサイクルペットボトルを導入したことで、理想とする「廃棄物ゼロ社会」実現に向けて、
大きく前進しました。

今後も、環境負荷軽減のための取り組みに、ますます注力していきます。

ラベルレス製品も好評発売中！

設計 い・ろ・は・すに続き、コカ・コーラ、ジョージアも100％リサイクルペットボトルへ
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1970年代より有限資源の有効利用と、プ

ラスチック使用量削減のため、製品の容器

包装軽量化に取り組んでいます。

代表製品には、い･ろ･は･すの「ecoるボト

ルしぼる」や、つぶしやすさと注ぎやすさを両

立した「ペコらくボトル」などの開発が挙げら

れます。

私たちは製品1本あたりのPET樹脂の使用量を2030年までに
2004年比で35％削減を目指していきます。

設計 容器軽量化
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設計 ボトルtoボトル、容器の軽量化によるインパクト
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容器リサイクルにおける課題について
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回収 質の高い“資源”としての容器確保に向けて

ボトルtoボトルを進める上で、資源として良質なPETボトルを回収することが重要になってきます。

現在多くのパートナーとの連携や実証実験を通じて更なる分別回収が出来るよう取り組んでいます。

東京と東大和市とのPETボトル回収事業も含めた

“地域活性化包括連携協定”

業界団体、カスタマーと進めた容器の分別回収の実証実験や

新たに展開した啓発ステッカー
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パートナー ステークホルダーとの協働

廃棄物ゼロ社会の実現を目指し、「パートナー」においては、政府

や自治体、飲料業界、地域社会との協働を通して、すでに極めて

高い水準にある国内のPETボトルと缶の回収・リサイクル率のさ

らなる向上に貢献するべく、より着実な容器回収・リサイクルス

キームの構築と、その維持に取り組みます。

⚫ 全国9ヵ所で社員総勢約750名が参加し、清掃活動を実施

仙台（宮城）、霞ケ浦（茨城）、釣ヶ崎海岸（千葉）、渋谷（東京）、矢田川（愛知）、

中ノ島～天満橋（大阪）、宮島（広島）、屋島 浦生海岸（香川）、貝塚（福岡）

⚫ 環境省主導の「プラスチック・スマート」フォーラムに日本コカ･コーラが

飲料業界で唯一、その発足団体として選出されました。

⚫ 日本財団と４箇所で陸域から河川へ流出する廃棄物を調査
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私たちのとって大切な水資源について

水。すべての製品に水は不可欠です。

もう一つ、我々のビジネスを支える重要な資源。それは・・・
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Thank You


